
本屋さんが選んだお勧めの本

書店案内

丸山久美子 著
北森嘉蔵伝 東方敬信

N.T.ライト 著／山口希生、山口秀生 訳

シンプリー・ジーザス 鎌野直人

安酸敏眞人間の運命
ラインホールド・ニーバー 著／髙橋義文、柳田洋夫 訳

『旧約新約　聖書神学事典』を翻訳して　
異質なものとの出会いの喜び 山吉智久

宗教改革500年記念講演会によせて
ハンス=マルティン・バルト教授のこと

荒井 献

エッセイ

朝岡 勝
宮田光雄 著

山上の説教から憲法九条へ

樋口隆一
皆川達夫 著

キリシタン音楽入門

川向 肇

小島　聡 著

『ヨハネの福音書』と
『夕凪の街 桜の国』

出会い・本・人

三上　章加来彰俊先生との出会い

一
九
五
七
年
七
月
一
七
日

　第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
一
七
年
八
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

本
の
ひ
ろ
ば

　第
七
一
六
号

　二
〇
一
七
年
八
月
号

BLACK

本
の
ひ
ろ
ば

2
0
1
7
ー
8

［月刊］キリスト教書評誌 一般財団法人キリスト教文書センター
1957年7月17日第三種郵便物認可　

ISSN 0286-7001

2017年8月1日発行 （毎月一回発行） 第716号

ひろば
本の

定
価
七
八
円
（
税
抜
七
二
円
）（
〒
62
円
）

一
年
分
一
三
〇
〇
円
（
送
料
共
）
　
　

発
行
所

　〒162-0814

　東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
九
│
一

　一
般
財
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
文
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　電
話
〇
三
│
三
二
六
〇
│
六
五
二
〇

　振
替
〇
〇
一
七
〇
│
五
│
一
一
六
七
九

発
行
人

　本
村
利
春

　
　編
集
人

　土
肥
研
一

　
　印
刷
所

　

発
売
所

　日
本
キ
リ
ス
ト
教
書
販
売
株
式
会
社

　電
話
〇
三
│
三
二
六
〇
│
五
六
七
〇

（株）
平
河
工
業
社

川島貞雄 著
佐藤 研聖書における食物規定

本・批評と紹介

DIC 2477

82017
AUGUST

DIC 2293



〒162-0814 東京都新宿区新小川町9-1  Tel: 03-3260-6148 / Fax: 03-3260-6198
HP：http://www.shinkyo-pb.com、メール：sales2@shinkyo-pb.com新教出版社

7
月
21
日

7
月
25
日

大反響！

ポップカルチャーを哲学する
髙橋優子（酪農学園大学准教授） 福音の文脈化に向けて
現代日本を代表するポップカルチャーにはキリスト教的な象徴が溢れ
ている！　それはなぜ？『新世紀エヴァンゲリオン』や『千と千尋の
神隠し』から『永遠の0』や村上春樹の『1Q84』にいたる 24作品を
徹底批評！　そこに流れるキリスト教的なメッセージ＝現代の日本人
に最も近い福音の現在形を浮かび上がらせた問題作。
 ◆四六判・本体 2000 円



1

て
く
だ
さ
っ
た
。
日
曜
の
午
後
、
先
生
の
自
宅
に
押
し
か
け
、『
ル
カ
福
音

書
』
の
講
読
が
始
ま
っ
た
。「
哲
学
は
ぼ
く
が
先
生
だ
け
れ
ど
も
、
聖
書

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
君
が
先
生
だ
か
ら
、
何
で
も
自
由
に
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
、
お
世
辞
で
は
な
か
っ
た
。「〈
聖
霊
〉
と
は
難
し

い
概
念
だ
ね
」
な
ど
と
積
極
的
に
質
問
さ
れ
た
。
先
生
は
風
邪
の
時
で
も
、

蒲
団
に
入
っ
た
ま
ま
相
手
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
読
書
会
は
十
年
以

上
続
い
た
。

　

在
学
中
の
あ
る
日
、
先
生
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
。「
事
務
か
ら
君
が

授
業
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
い
う
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。」
叱
ら
れ
る
と
思

っ
た
。
と
こ
ろ
が
思
い
も
よ
ら
ず
、
先
生
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
、「
困

っ
て
い
る
な
ら
ぼ
く
が
立
て
替
え
て
あ
げ
よ
う
か
」
で
あ
っ
た
。
京
都
大

学
の
田
中
美
知
太
郎
先
生
門
下
で
あ
る
恩
師
は
、
私
が
東
京
大
学
の
大
学

院
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
心
配
し
て
同
伴
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
妻
と
一
歳

半
の
娘
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
に
出
発
す
る
と
き
に
も
、
先
生

ご
夫
妻
は
心
づ
く
し
の
食
事
と
せ
ん
べ
つ
を
も
っ
て
歓
送
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
九
三
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
も
、
私
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
い
て
く
だ
さ

る
。
先
生
は
、
私
の
学
問
だ
け
で
は
な
く
人
生
の
師
で
あ
る
。

（
み
か
み
・
あ
き
ら
＝
元
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
国
際
社
会
学
部
教
授
、

  　
　
　
　

聖
書
・
古
典
講
読
会
主
宰
）

　

加
来
彰
俊
先
生
は
、
私
に
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
初
歩
を
手
ほ
ど
き
し
て
く

だ
さ
っ
た
恩
師
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
、
大
学
一
年
の
春
、
田
中
美
知
太

郎
著
『
哲
学
初
歩
』
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
、
先
生
の
講
義
「
哲
学
概
論
」

を
聴
い
て
感
動
し
た
私
は
、
お
そ
る
お
そ
る
研
究
室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し

た
。「
今
、
波
多
野
精
一
先
生
の
『
宗
教
哲
学
』
や
『
宗
教
哲
学
序
論
』
を

読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
め
ず
ら

し
い
」
と
興
味
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
実
は
、
先
生
は
京
都
大
学
学
生

と
し
て
「
学
徒
出
陣
」
し
た
折
、
波
多
野
精
一
の
『
時
と
永
遠
』
を
ふ
と

こ
ろ
に
出
征
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
こ
れ
か
ら
波
多
野
精
一
全
集
が
出
版
さ

れ
る
か
ら
、
君
も
購
読
し
な
い
か
」
と
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
専
門
と
す
る
先
生
の
下
で
プ
ラ
ト
ン
の
原
典
を
読
み

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
先
生
の
「
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
」
の
講
義
を
履
修

し
た
。
文
法
終
了
後
、
先
輩
の
学
生
に
加
わ
っ
て
、『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁

明
』
の
講
読
に
出
席
し
た
。
一
年
か
け
て
『
弁
明
』
を
読
み
終
え
た
と
き
、

先
生
は
学
生
に
は
高
級
す
ぎ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

し
か
も
、「
欲
し
い
本
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
洋
書

が
高
価
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
私
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
『
パ
イ
ド
ン
』
註
解

を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、「
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
を
自
分
な
り
に
読
ん
で
い
ま
す
」
と
お
話

し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
「
よ
か
っ
た
ら
一
緒
に
読
み
ま
せ
ん
か
」
と
勧
め

出
会
い
・
本
・
人

加
来
彰
俊
先
生
と
の
出
会
い 

─
─
三
上
　
章
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佐
藤　

研

　

本
書
は
、
日
本
を
代
表
す
る
新
約
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
川
島
貞
雄

氏
の
近
著
で
、「
聖
書
に
お
け
る
食
物
規
定
の
歴
史
を
概
観
し
た
」
書
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
を
扱
う
と
、
実
は
「
そ
の
範
囲
は
旧
新
約
聖

書
を
超
え
、
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
、
ト
マ
ス
福
音
書
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

ー
マ
の
著
述
家
に
も
及
ぶ
」。
こ
の
膨
大
な
エ
リ
ア
か
ら
、「
テ
ー
マ
の

全
体
像
を
粗
描
し
、
マ
ル
コ
福
音
書
七
章
一
五
節
の
イ
エ
ス
の
譬
え
に

宿
る
革
新
性
と
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」（
以
上
、「
あ
と
が
き
」

三
一
一
頁
）
が
試
み
ら
れ
る
。

　

や
や
詳
し
く
見
れ
ば
、
第
一
章
で
は
旧
約
聖
書
に
お
け
る
「
聖
」
や

「
汚
れ
」
の
観
念
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
食
物
規
定
が
扱
わ
れ
、
第
二

章
の
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
の
叙
述
へ
と
続
い
て
行
く
。
第
三
章
で
は
マ
ル
コ

福
音
書
七
章
一
─
二
三
節
が
釈
義
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
第
四

章
に
お
い
て
初
め
て
、
マ
ル
コ
七
章
一
五
節
（「
人
の
外
か
ら
人
の
中
に

入
っ
て
き
て
人
を
汚
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
何
も
な
く
、
人
の
中
か

ら
出
て
来
る
も
の
が
人
を
汚
す
も
の
で
あ
る
」）
を
中
核
と
し
た
「
イ
エ

ス
の
振
舞
い
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
五
章
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
時
間

軸
的
に
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
食
事
の
諸
問
題
」
が
論
述
さ
れ
、

そ
の
後
第
六
章
で
ル
カ
福
音
書
の
食
物
規
定
問
題
が
、
第
七
章
で
マ
タ

イ
福
音
書
の
同
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
補
説
一
」
で
ト
マ
ス
福

音
書
・
語
録
六
と
一
四
が
、「
補
説
二
」
で
「
ラ
ビ
文
書
に
お
け
る
律
法
、

言
い
伝
え
、
異
端
論
難
」
が
論
じ
ら
れ
、
短
い
「
あ
と
が
き
」
で
終
結

す
る
。
な
お
本
書
で
は
、
既
に
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
各
章
の
内
容

的
な
ま
と
め
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
読
者
は
論
旨
を
予
想
し
つ
つ
本

論
を
追
え
る
。

　

全
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
旧
約
聖
書
（
特
に
レ
ビ
記
や
申

命
記
な
ど
）
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
食
物
規
定
が
、
そ
の

後
の
ユ
ダ
ヤ
教
界
に
お
い
て
い
か
に
見
事
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
で
あ

る
。
そ
れ
は
後
の
キ
リ
ス
ト
教
の
ル
カ
や
マ
タ
イ
の
福
音
書
に
も
抜
き

差
し
な
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
上

記
の
マ
ル
コ
七
章
一
五
節
の
破
天
荒
さ
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
故
こ

の
言
葉
は
近
年
、
イ
エ
ス
の
真
正
の
言
葉
で
は
な
く
、
異
邦
人
キ
リ
ス

ト
教
の
世
界
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

著
者
は
そ
れ
に
対
し
、
イ
エ
ス
の
真
正
な
句
で
あ
る
こ
と
を
擁
護
す
る
。

そ
れ
は
「
本
来
、
全
体
と
し
て
律
法
学
者
た
ち
と
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
者

食
に
関
わ
る
論
争
の
秀
逸
な
概
観

川
島
貞
雄
著

た
ち
に
対
す
る
イ
エ
ス
の
『
戦
い
の
言
葉
』
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
」（
一
一
八
頁
）。

　

総
じ
て
問
題
分
野
の
す
べ
て
が
見
事
に
概
観
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
均

衡
の
優
れ
た
釈
義
的
判
断
は
多
く
の
学
徒
の
範
と
な
ろ
う
。
文
字
数
に

限
り
が
あ
る
本
欄
で
は
、
さ
ら
に
二
、
三
の
点
を
述
べ
る
だ
け
に
留
め

た
い
。
ま
ず
、
著
者
が
マ
ル
コ
七
・
一
五
を
イ
エ
ス
真
正
の
句
と
す
る

の
は
同
意
で
き
る
が
、
こ
れ
を
「
譬
え
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
は
、

そ
の
意
が
よ
く
伝
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
が
イ
エ
ス
の
真
正
な
発
言

で
あ
る
場
合
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
発
言
が
、
こ
れ
ま
で
の
ユ
ダ
ヤ
教
的

コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
可
能
（
あ
る
い
は
必
然
）
と
な
っ
た
の
か
、
イ

エ
ス
の
い
わ
ば
人
間
学
的
根
本
へ
の
観
察
が
欲
し
い
と
思
う
。
単
に「
戦

い
の
言
葉
」
と
規
定
す
る
だ
け
で
、
出
所
の
解
明
は
十
分
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
句
の
射
程
と
そ
の
意
義
は
、
ペ
ト
ロ
た
ち
直
弟
子
層
に
ど

の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
伝
わ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
う
ま
く
は
伝
わ
ら

な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
辺
の
齟
齬
に
満
ち
た
事
情
へ
の
観
察
も
欲
し
い
。

象
徴
的
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
書
に
は
総
体
的
な
考
察
な
い
し
は
結
論

の
章
が
な
い
。
文
字
通
り
「
概
観
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
十
分
内
容
的

に
「
イ
エ
ス
を
中
心
」
に
し
て
い
な
い
感
を
否
め
な
い
─
─
秀
逸
な
概

観
で
あ
る
だ
け
に
そ
う
思
う
。

　

一
言
造
本
に
関
し
て
。
こ
の
書
は
章
（
お
よ
び
類
似
部
分
）
の
数
が

十
も
あ
り
、
詳
細
な
注
が
各
章
の
終
わ
り
に
く
る
。
読
者
は
い
つ
も
章

毎
に
注
の
場
所
を
確
定
し
、
本
文
と
注
と
を
毎
度
数
繁
く
頁
を
跨
い
で

往
復
し
つ
つ
読
む
こ
と
に
な
る
。
願
わ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
本
に
は「
傍

注
」（
よ
り
良
い
の
は
横
組
み
に
し
て
「
脚
注
」）
を
備
え
て
欲
し
い
。

読
み
や
す
さ
を
主
に
し
た
造
本
を
切
に
願
う
。

　

以
上
、
批
判
め
い
た
言
辞
も
弄
し
た
が
、
こ
の
本
が
こ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
概
説
と
し
て
大
変
優
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
繰
り
返
し
て
お

く
。
こ
の
方
面
に
興
味
あ
る
人
な
ら
必
備
の
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

（
さ
と
う
・
み
が
く
＝
前
立
教
大
学
教
員
）

（
Ａ
５
判
・
三
三
八
頁
・
本
体
三
五
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）

聖
書
に
お
け
る
食
物
規
定

イ
エ
ス
を
中
心
と
し
て
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本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
ま
ず
心
惹
か
れ
ま
す
。『
山
上
の
説
教
か
ら
憲
法

九
条
へ
』。
こ
の
五
月
、
現
行
憲
法
七
〇
周
年
に
際
し
、
行
政
府
の
長
で

あ
り
、
憲
法
擁
護
義
務
（
憲
法
第
九
十
九
条
）
を
負
っ
て
い
る
首
相
自
ら

が
、
二
〇
二
〇
年
と
い
う
年
限
を
切
っ
て
憲
法
改
正
を
公
言
し
ま
し
た
。

昨
年
の
憲
法
九
条
解
釈
改
憲
に
続
い
て
、
今
度
は
憲
法
九
条
に
第
三
項
を

加
え
る
と
い
う
明
文
改
憲
が
主
張
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
数
年
来
、
環
境

権
を
明
記
す
る
た
め
、
改
憲
手
続
き
を
改
訂
す
る
た
め
、
最
近
で
は
教
育

無
償
化
の
た
め
と
、
あ
の
手
こ
の
手
で
改
憲
ム
ー
ド
の
醸
成
に
躍
起
で
す

が
、
一
番
の
ね
ら
い
が
憲
法
九
条
に
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
出
来
事

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
ま
こ
と
に
折
に
適
っ
た
出
版
が
実
現
し
た
こ
と

を
感
謝
し
ま
す
。
政
治
思
想
史
学
者
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
、
す
ぐ
れ
た

聖
書
講
解
者
、
そ
し
て
何
よ
り
も
聖
書
が
語
る
平
和
の
使
信
を
、
現
実
的

で
具
体
的
な「
新
し
い
政オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

策
選
択
」（
五
一
頁
）
と
し
て
提
示
す
る
著
者
の
、

こ
れ
ま
で
の
営
み
の
結
晶
の
よ
う
な
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
読

者
は
、
明
瞭
な
示
唆
と
、
確
か
な
視
座
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

本
書
は
全
体
で
四
つ
の
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
「
右

の
頬
を
打
た
れ
た
ら
左
の
頬
も
向
け
よ
―
―
《
山
上
の
説
教
》
と
平
和
構

築
の
倫
理
」
で
は
、
主
イ
エ
ス
が
山
上
の
説
教
で
語
ら
れ
た
「
愛
敵
の
教

え
」
を
中
心
に
、
そ
れ
を
単
な
る
理
想
主
義
、
現
実
的
な
責
任
を
回
避
し

た
「
心
情
倫
理
」
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（『
職

業
と
し
て
の
政
治
』）
と
批
判
的
に
対
話
し
つ
つ
、
今
日
に
お
い
て
も
有

効
な
「《
別オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

の
政
策
選
択
》」（
四
四
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
ま
す
。

　

次
の
「
兵
役
拒
否
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
史
」
で
は
、
著
者
の
学
問
的
な

方
法
論
で
あ
る
「
精
神
史
」
研
究
の
手
法
を
用
い
て
、
主
イ
エ
ス
の
時
代

か
ら
、
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ら
古
代
教
父
た
ち
の
時

代
、
正
戦
論
が
確
立
し
て
い
く
中
世
、
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
た
ち
の
宗

教
改
革
の
時
代
、
そ
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
の
非
戦
と
兵
役
拒
否
の
歴
史

が
、
実
に
見
事
な
手
際
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
評
者
に
と
っ
て
は
、

再
洗
礼
派
を
祖
と
す
る
「
平
和
主
義
セ
ク
ト
」、
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
、
ク
エ

ー
カ
ー
派
、
ブ
レ
ズ
レ
ン
派
の
系
譜
が
良
心
的
平
和
主
義
と
し
て
正
当

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
現
代
の
兵
役
拒
否
が
、「
拒
否
」
や
「
抵
抗
」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
態
度
を
越
え
て
、
今
日
で
は
「
平
和
奉
仕
」
と
し

て
の
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
指
摘
に
大
い
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

朝
岡　

勝

山
上
の
説
教
か
ら
憲
法
九
条
へ

い
ま
こ
そ
必
要
な
キ
リ
ス
ト
者
の
応
答
を
聖
書
的
・
社
会
科

学
的
に
根
拠
づ
け
る

宮
田
光
雄
著

　

続
く
「
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
非
戦
論
―
―
内
村
鑑
三
の
思
想
と
系

譜
」
で
は
、
内
村
の
日
清
戦
争
時
の
義
戦
論
か
ら
、
戦
後
の
「
勝
利
の
現

実
」（
一
六
七
頁
）
を
契
機
と
し
た
非
戦
論
へ
の
転
向
、
や
が
て
再
臨
信

仰
と
終
末
論
の
関
係
で
そ
れ
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
次
第
が
記
さ
れ
ま
す
。

「
世
に
迷
想
多
し
と
い
え
ど
も
、
軍
備
は
平
和
の
保
障
で
あ
る
と
い
う
が

ご
と
き
大
い
な
る
迷
想
は
な
い
。
軍
備
は
平
和
を
保
障
し
な
い
。
戦
争
を

保
障
す
る
」（
一
七
八
頁
）
と
は
、
預
言
者
的
な
言
葉
で
す
。
著
者
は
内

村
の
非
戦
の
理
念
を
「
単
に
聖
書
か
ら
演
繹
さ
れ
た
要
請
で
あ
る
と
い
う

だ
け
に
尽
き
な
か
っ
た
」
と
し
、「
彼
の
歴
史
認
識
に
媒
介
さ
れ
た
―
―

現
代
風
に
言
え
ば
社
会
科
学
的
認
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
―
―
戦
争
の
批

判
で
あ
っ
た
」（
一
七
八
頁
）
と
指
摘
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
関
連
で
ボ

ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
と
矢
内
原
忠
雄
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
の
「
非
武
装
市
民
的
抵
抗
の
構
想
―
―
日
本
国
憲
法
九
条
の
防
衛

戦
略
」
は
、
岩
波
新
書
の
名
著
『
非
武
装
国
民
抵
抗
の
思
想
』（
岩
波
書

店
、
一
九
七
一
年
）
に
基
づ
き
、
そ
の
後
の
世
界
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
市
民
的
連
帯
に
よ
る
、
徹
底
し
た
非
暴
力
抵
抗
の
可
能
性
を
具
体
的

に
提
示
し
ま
す
。
そ
の
際
「《
市
民
的
防
衛
》
を
成
り
立
た
せ
る
根
本
的

な
前
提
条
件
は
、
日
頃
か
ら
《
社
会
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
》
の
体
制
を
つ
く

っ
て
お
く
こ
と
だ
と
断
言
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
」（
二
四
一
頁
）
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
為
政
者
た
ち
が
民
主
主
義
に
挑
戦
し
、
ま
さ
に
こ
の
国
の
戦

後
民
主
主
義
、
立
憲
主
義
、
平
和
主
義
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
こ

そ
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
ひ
と
り
の
市
民
と
し
て
、
幅
広
く

連
帯
し
つ
つ
、「
平
和
を
つ
く
る
も
の
」
と
し
て
着
実
に
生
き
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
内
容
の
濃
い
こ
の
本
を
、
多
く
の
方
が
手
に
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。
宮
田
光
雄
先
生
の
ご
健
康
が
支
え
ら
れ
ま

す
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
。

（
あ
さ
お
か
・
ま
さ
る
＝
日
本
同
盟
基
督
教
団
徳
丸
町
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

（
Ｂ
６
変
型
・
二
五
九
頁
・
本
体
一
八
〇
〇
円
＋
税
・
新
教
出
版
社
）

平
和
構
築
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
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樋
口
隆
一

西
欧
中
心
主
義
を
脱
し
た
視
点
か
ら
の
洋
楽
伝
来
史
研
究

皆
川
達
夫
著

　

あ
れ
は
五
年
前
、
二
〇
一
二
年
の
夏
の
こ
と
だ
っ
た
。
ロ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
た
第
十
九
回
国
際
音
楽
学
会
の
総
会
に
お
い
て
、
皆
川
達
夫
先
生
の

キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
研
究
に
つ
い
て
世
界
の
音
楽
学
者
に
紹
介
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
先
生
を
ア
ジ
ア
初
の
「
名
誉
会
員
」
に
推
挙
す
る
ラ
ウ
ダ
ツ
ィ

オ
（
称
賛
演
説
）
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
間
も
な
い
一
九
五
五
年
に
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
米
国
留

学
さ
れ
た
先
生
は
、
比
較
音
楽
学
の
創
始
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ク
ル
ト
・

ザ
ッ
ク
ス
に
「
日
本
は
将
来
、
世
界
の
音
楽
を
研
究
す
る
た
め
の
理
想
的

な
国
に
な
る
」
と
予
言
さ
れ
た
と
い
う
。
先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
研
究

こ
そ
は
、
ま
さ
に
ザ
ッ
ク
ス
の
予
言
を
具
体
化
さ
れ
た
偉
業
の
ひ
と
つ
に

ほ
か
な
る
ま
い
。

　

先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
研
究
は
、
一
九
七
五
年
に
長
崎
県
生
月
島
で

の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
オ
ラ
シ
ョ
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
歌
オ
ラ
シ
ョ
の
原
曲
の
同
定
を
求
め
て
の
世
界
を
股
に
か
け
て
の

調
査
旅
行
、『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』
や
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
キ
リ
シ

タ
ン
・
マ
リ
ア
典
礼
書
写
本
』
の
詳
細
な
研
究
、
さ
ら
に
は
箏
曲《
六
段
》

と
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
《
ク
レ
ド
》
と
の
比
較
研
究
へ
と
発
展
し
、
そ
の
成

果
は
『
洋
楽
渡
来
考
―
―
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
の
栄
光
と
挫
折
』（
二
〇
〇

四
年
）、『
洋
楽
渡
来
考 

再
論
―
―
箏
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
出
会
い
』（
二

〇
一
四
年
）
に
結
実
し
た
。

　

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
『
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
入
門
』
は
、
両
書
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
一
般
読
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
い
わ
ば
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
読
ん
で
み
る
と
こ
れ
は
そ
れ

以
上
の
も
の
が
あ
る
。『
再
論
』
以
来
三
年
間
に
育
ま
れ
た
思
考
の
成
熟

が
、
歴
史
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
孤
島
の
よ
う
に
姿
を
残
す
一
見
独
立
し
た
事

象
を
、
大
き
な
関
連
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
顕
著
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
本
書
を
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
帰
国
し
た
天
正
少
年
使
節
が
、
秀
吉
と
の
謁
見
前
夜
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
神
父
と
交
わ
し
た
か
も
し
れ
な
い
会
話
を
想
像
力
豊
か
に
再
現
し
て

み
せ
る
な
ど
、
皆
川
節
も
絶
好
調
。
本
書
が
先
生
の
卒
寿
の
日
に
出
版
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

大
航
海
時
代
以
来
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
向
け
て

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
世
界
宣
教
の
実
態
を
探

る
研
究
は
、
そ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
主
義
や
奴
隷
貿

易
と
も
不
可
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
西
欧
中
心
主
義
か
ら
脱
し
た
よ
り
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
極
東
の
島
国
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
植
民
地
化
を
逃
れ
得
た
日
本
と
い
う
特
殊
な
地
域
か

ら
発
し
た
皆
川
先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
研
究
が
、
む
し
ろ
欧
米
の
研
究

者
た
ち
に
評
価
さ
れ
る
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

こ
と
し
三
月
に
東
京
藝
術
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
国
際
音
楽
学

会
東
京
大
会
で
は
、
イ
タ
リ
ア
人
の
デ
ィ
ン
コ
・
フ
ァ
ブ
リ
ス
会
長
の
提

案
で
「
宣
教
と
し
て
の
音
楽
」
と
題
す
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
が
催
さ
れ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
、
中
国
の
マ
カ
オ
、
そ

し
て
最
後
に
日
本
の
事
情
に
つ
い
て
も
議
論
が
及
ん
だ
が
、
副
会
長
だ
っ

た
筆
者
に
は
、
特
に
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
明
治
以
降
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
と
現
代
日
本
の
教
育
・
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

言
及
す
る
よ
う
に
注
文
が
あ
っ
た
。
フ
ァ
ブ
リ
ス
会
長
に
よ
る
と
、
五
年

前
の
ロ
ー
マ
大
会
で
筆
者
が
紹
介
し
た
皆
川
先
生
の
キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
研

究
と
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
野
坂
操
壽
先
生
の
箏
、
皆
川
先
生
指
揮
「
中

世
音
楽
合
唱
団
」
に
よ
る
、
箏
曲
《
六
段
》
と
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
《
ク
レ

ド
》
の
比
較
演
奏
に
衝
撃
を
受
け
、
東
京
大
会
で
の
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

企
画
し
た
と
い
う
。
西
欧
中
心
主
義
か
ら
の
脱
却
こ
そ
は
、
い
ま
世
界
の

ト
レ
ン
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

昨
年
の
三
月
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
に
お
い
て
、
深
堀
彩
香
さ
ん
と
い

う
若
い
研
究
者
が
「
音
楽
面
か
ら
み
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
東
洋
宣
教
―
―
16

世
紀
半
ば
か
ら
17
世
紀
初
期
に
お
け
る
ゴ
ア
、
日
本
、
マ
カ
オ
を
対
象
と

し
て
」
と
題
す
る
博
士
論
文
に
よ
っ
て
学
位
を
得
て
い
る
。
皆
川
先
生
が

先
覚
者
と
し
て
蒔
か
れ
た
種
は
、
世
界
の
音
楽
研
究
に
影
響
を
与
え
る
と

同
時
に
、
日
本
に
お
い
て
も
こ
う
し
て
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
は
な
い
か
。

（
ひ
ぐ
ち
・
り
ゅ
う
い
ち
＝
音
楽
学
者
・
指
揮
者
、
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
元
国
際  

 

音
楽
学
会
副
会
長
）

（
四
六
判
・
一
八
四
頁
・
本
体
一
六
〇
〇
円
＋
税
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
）

洋
楽
渡
来
考
へ
の
手
引
き

キ
リ
シ
タ
ン
音
楽
入
門
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川
向　

肇

平
和
の
実
現
に
必
要
な
「
永
遠
」
へ
の
覚
醒

『
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
』と『
夕
凪
の
街 

桜
の
国
』

現
代
を
生
き
る
す
べ
て
の
人
向
け
の
神
と
の
関
係
の
世
界
へ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

小
島　

聡
著

　

こ
の
小
さ
な
本
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
、
一
種
前
提
と
な
っ
て
い

る
、
過
去
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
一
方
的
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
時
間

理
解
に
あ
る
種
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
本
で
あ
る
。
そ
の
一
方
向
的
に

進
ん
で
い
く
時
間
理
解
で
聖
書
を
読
ん
で
し
ま
う
と
歪
む
聖
書
理
解
の

問
題
を
、
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
を
素
材
と
し
て
と
り
あ
げ
、
聖
書
が
多
様

な
重
層
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
本
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
単
に
こ
れ
ま
で
よ
く
あ
る
タ
イ
プ

の
キ
リ
ス
ト
教
書
の
よ
う
に
、
理
論
的
、
抽
象
的
に
示
し
た
の
で
は
、

一
般
読
者
、
あ
る
い
は
若
い
一
般
読
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な

理
解
に
関
す
る
内
容
は
、
案
外
容
易
に
理
解
で
き
な
い
た
め
、『
夕
凪
の

街 

桜
の
国
』
と
い
う
コ
ミ
ッ
ク
作
品
、
そ
し
て
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品

を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
、
過
去
と
現
在
が
交

差
す
る
状
況
、
そ
し
て
、
螺
旋
的
な
時
間
の
進
み
方
、
歴
史
的
重
層
性

の
中
に
生
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
し
て
、
聖
書
自
体

が
、
あ
る
種
時
間
と
空
間
的
制
約
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
直

線
的
、
線
形
的
な
時
空
間
理
解
と
は
か
な
り
異
な
る
螺
旋
的
な
時
間
の

中
で
、
重
層
的
な
関
係
性
の
な
か
で
、
読
ま
れ
、
話
さ
れ
、
理
解
さ
れ
、

受
け
取
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
取
ら
れ
て
い
く
も
の
を
示
そ
う
と
し

た
本
で
あ
る
。

　

近
代
を
支
配
し
た
、
直
線
的
な
時
間
の
流
れ
が
小
学
校
の
社
会
科
に

お
け
る
教
科
書
の
歴
史
記
述
や
、
理
科
の
時
間
記
述
か
ら
、
社
会
一
般

の
歴
史
理
解
に
至
る
ま
で
時
間
記
述
の
支
配
的
な
概
念
と
な
り
、
そ
の

先
験
的
な
仮
定
と
し
て
強
固
に
支
配
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
創
世
記
か
ら

黙
示
録
に
至
る
聖
書
記
述
が
十
分
に
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
重
要
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
抽
象
的
用
語
で
提
示

す
る
の
で
は
な
く
、
比
較
的
若
者
に
も
読
み
や
す
い
題
材
で
あ
る
コ
ミ

ッ
ク
作
品
を
も
絡
め
な
が
ら
、
聖
書
を
読
む
と
き
に
、
現
代
社
会
を
縛

っ
て
い
る
直
線
的
、
単
層
的
、
単
一
平
面
的
な
時
間
軸
、
空
間
軸
で
理

解
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
実
社
会
に
お
い
て
も
十
分
意
味
あ
る

も
の
で
あ
り
、
特
に
聖
書
を
読
ん
で
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
題
材
と
し
て
、
福
音
書
の
中
で
最
も
難
解
と
呼
ば
れ
つ
つ
も
、

し
か
し
、
神
の
愛
が
最
も
深
く
奥
行
き
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る

書
物
で
あ
る
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
を
、
旧
約
聖
書
と
の
関
係
の
中
で
読
む
こ

と
を
著
者
は
、
こ
の
本
の
中
で
、
独
自
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
世
界
に
、
あ
る
い
は
聖
書
全
体
の
世
界
の
中

に
、
現
代
に
生
き
る
我
々
が
、
あ
る
い
は
、
教
会
に
来
る
中
学
生
や
高

校
生
が
、
社
会
人
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
、
そ

し
て
現
代
人
が
、
神
と
の
関
係
の
中
に
ど
う
入
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
を
、
具
体
的
に
ガ
イ
ド
し
よ
う
と
し
て
い
る
本
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
こ
で
著
者
が
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代

人
、
そ
れ
は
現
代
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
者
も
含
め
て
で
あ
る
が
、
束
縛

さ
れ
て
い
る
時
空
間
理
解
と
そ
の
制
約
の
中
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
聖
書
理
解
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
挑
戦
状
を
や
ん
わ
り
と
突
き
付
け

て
い
る
。
小
さ
な
本
に
見
え
る
が
、
実
に
重
要
な
問
題
提
起
を
し
て
い

る
本
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
近
代
を
支
配
し
た
時
空
間
理
解
が
生
み
出
し
た
原
子
爆
弾
、

な
い
し
原
子
爆
弾
の
問
題
に
対
し
て
も
批
判
的
な
視
線
へ
と
つ
な
が
る
。

　

こ
の
原
子
力
の
問
題
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
、『
夕
凪
の

街 

桜
の
国
』
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
神
の
か
た
ち
で
あ
る
べ
き
人
間
が
、

罪
の
結
果
、
た
だ
で
さ
え
傷
つ
い
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
人
間
の
中
に

あ
る
大
き
な
悪
（
聖
書
的
に
は
、
罪
）
の
結
果
、
さ
ら
に
人
間
が
傷
つ

け
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
示
唆
へ
と
つ
な
が
る
。
一
年
ほ
ど
前
、
本

書
の
前
段
階
の
原
稿
に
つ
い
て
著
者
の
方
と
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
た
時

に
、
問
わ
ず
語
り
に
お
話
に
な
ら
れ
た
、
ご
自
身
が
原
子
炉
材
料
の
研

究
者
と
し
て
、
な
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
と
告
解
の
告
白
を
示

し
た
本
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
印
象
を
評
者
は
も
っ
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
の
本
は
あ
る
面
著
者
の
半
生
に
つ
い
て
の
反
省
が

投
影
さ
れ
た
印
象
深
い
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
小
さ
な
本
な
が
ら
、
重

要
な
示
唆
を
多
く
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
与
え
る
本
で
あ
る
。
広
く
読
ま

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
で
き
る
限
り
多
く
の
若
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
で
読
み
や
す
い

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

（
か
わ
む
か
い
・
は
じ
め=

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
応
用
情
報
科
学
研
究
科
准
教
授
）

（
新
書
判
・
一
六
八
頁
・
本
体
一
〇
〇
〇
円+

税
・
ヨ
ベ
ル
）

本のひろば広告
68％に縮小してください。　
天地 180mm左右なりゆき

株式会社ヨベル　YOBEL Inc.
お問合せは info@yobel.co.jp

〒 113 - 0033　東京都文京区本郷 4 -1-1
TEL03(3818)4851    FAX03(3818)4858
＊自費出版の専門出版社＊資料・呈

聖
書
全
体
か
ら
「
生
と
死
」
に
つ
い
て
語
り
、
死
の
悲
し
み
を
克

服
す
る
た
め
の
根
源
的
問
題
を
問
う
。「
永
遠
の
生
」
と
は
…
…

詩
編
に
あ
っ
た
「
人
間
と
は
何
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
神
の
被
造
物
で
す
」

と
い
う
こ
と
を
言
葉
を
変
え
て
言
う
と
、
自
分
一
人
で
生
き
て
い
る
と
い
う

の
で
は
な
く
「
神
の
中
に
生
き
て
い
る
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。
神
の
被
造
物

と
し
て
の
存
在
を
パ
ウ
ロ
は
「
神
の
中
に
生
き
、
動
き
、
存
在
す
る
」
と
い

う
表
現
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
聖
書
の
強
調
点
と
し
て
初

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
思
想
な
の
で
す
。（
本
文
よ
り
）  

ヨ
ベ
ル
新
書
０
４
２
●
新
書
判
・
一
九
二
頁
・
一
、〇
〇
〇
円+

税

聖
書
は
何
と
語
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

―
「
生
き
る
こ
と
」「
死
ぬ
こ
と
」
そ
う
し
て
「
永
遠
に
生
き
る
こ
と
」

湊広
島
女
学
院
院
長
・
学
長

晶
子
著

聖
書
は
な
ぜ
平
和
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
の

か
。「
永
遠
」
に
目
覚
め
て
、
聖
書
の
『
ヨ
ハ

ネ
の
福
音
書
』
の
深
層
部
へ
の
理
解
を
深
め

る
な
ら
、こ
れ
ら
の
疑
問
が
解
け
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
広
島
の
被
爆
者
と
そ
の
家
族
を
描
い

た
漫
画
『
夕
凪
の
街 

桜
の
国
』
を
導
き
役
に

読
者
を
「
永
遠
」
へ
と
招
き
、『
ヨ
ハ
ネ
の
福

音
書
』
の
隠
さ
れ
た
深
層
部
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

　

   

新
書
判
・
一
、〇
〇
〇
円+

税

な
ぜ
聖
書
は
戦
争
を

止
め
ら
れ
な
い
の
か
？

小
島  

聡
著
（
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
沼
津
キ
リ
ス
ト
教
会

牧
師
、
へ
い
わ
深
海
聖
書
館
準
備
室
長
）
ヨ
ベ
ル
新
書
０
４
１

『
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
』
と
『
夕
凪
の
街 

桜
の
国
』

― 

平
和
の
実
現
に
必
要
な
「
永
遠
」
へ
の
覚
醒
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ロ
バ
ー
ト
・
N
・
ベ
ラ
ー
は
前
世
紀
末
に
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
は
か

つ
て
の
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
、「
十
分
な
内
的
・
道

徳
的
権
威
を
備
え
た
指
導
者
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
」
と
嘆
い
た
が
、

そ
う
し
た
混
迷
状
況
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
刻
度

を
深
め
て
衆
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
を
含
む
全
世
界
の
状
況
も
ほ
ぼ
同
様
の
危
機
的
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
わ

が
国
で
は
幻
の
名
著
で
あ
り
続
け
た
本
訳
書
の
刊
行
は
、
時
宜
に
か
な
っ

て
い
る
と
同
時
に
か
ぎ
り
な
く
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
「
現
代
の
預
言
者
」「
ア
メ
リ
カ
現
存
の
最
大
の
政
治
哲
学
者
」

な
ど
と
称
さ
れ
た
ニ
ー
バ
ー
は
、「
あ
た
か
も
外
か
ら
、
つ
ま
り
永
遠
ノ

相
ノ
下
ニ
（sub specie aeternitatis

）
ア
メ
リ
カ
を
眺
め
る
こ
と
の

で
き
る
人
間
」
で
あ
っ
て
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社

会
的
現
実
を
、
聖
書
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
見
地
か
ら
鋭
い
眼
識
で
論
評
し

続
け
た
。
他
者
の
追
随
を
許
さ
ぬ
そ
の
よ
う
な
透
徹
し
た
時
事
批
判
が
可

能
だ
っ
た
の
は
、
彼
が
デ
ト
ロ
イ
ト
で
の
牧
会
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ユ
ニ
オ
ン
神
学
大
学
院
に
お
い
て
確
立
し
た
、
独
自
の
預
言
者
的
・
贖
罪

論
的
な
歴
史
神
学
に
深
く
掉
さ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
現

実
主
義
を
代
表
す
る
ニ
ー
バ
ー
の
「
応
用
神
学
」
は
、
そ
の
折
々
の
時
事

批
判
の
背
後
に
潜
む
彼
の
深
遠
な
神
学
体
系
を
理
解
せ
ず
し
て
は
、
そ
の

真
価
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ニ
ー
バ
ー
の
主
著
と
見
な
さ
れ
る
『
人
間
の
本
性
と
そ
の
運
命
』T

he 
N

ature and D
estiny of M

an

は
、
一
九
三
九
年
、
彼
が
英
国
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
大
学
で
行
っ
た
ギ
フ
ォ
ー
ド
講
義
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回

訳
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
第
二
巻
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
第
一
巻
『
人
間

の
本
性
』
は
そ
の
昔
、
武
田
清
子
訳
（
新
教
出
版
社
、
一
九
五
一
年
）
と

野
中
義
夫
訳
（
産
学
社
、
一
九
七
三
年
）
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
が
、

キ
リ
ス
ト
教
歴
史
観
を
扱
っ
た
第
二
巻
『
人
間
の
運
命
』
は
、
待
望
さ
れ

な
が
ら
も
こ
れ
ま
で
訳
出
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
き
た
。
著
作
と
思
想
が

早
く
紹
介
さ
れ
な
が
ら
も
、
わ
が
国
で
ニ
ー
バ
ー
神
学
の
理
解
が
深
ま
ら

な
か
っ
た
の
は
、
本
書
が
未
翻
訳
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
こ
と
と
無
縁
で
は

な
い
。
し
か
し
こ
の
た
び
ニ
ー
バ
ー
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
髙
橋
義
文

氏
と
同
僚
の
柳
田
洋
夫
氏
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
主
著
が
つ

い
に
そ
の
神
秘
の
ベ
ー
ル
を
脱
い
で
、
わ
が
国
の
読
者
の
前
に
全
貌
を
現

安
酸
敏
眞

人
間
の
運
命

ニ
ー
バ
ー
の
深
遠
な
神
学
的
歴
史
解
釈
の
奥
義
が
つ
い
に
い
ま
明
か
さ
れ
る

ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
著

髙
橋
義
文
・
柳
田
洋
夫
訳

す
に
至
っ
た
。
こ
の
偉
業
は
い
く
ら
高
く
褒
め
た
た
え
ら
れ
て
も
た
た
え

ら
れ
す
ぎ
は
し
な
い
。

　

若
い
頃
、「
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
歴
史
理
解
と
そ
の
問
題

性
」
と
い
う
表
題
で
修
士
論
文
を
書
い
た
評
者
は
、『
人
間
の
運
命
と
そ

の
運
命
』
の
原
書
を
手
に
入
れ
た
と
き
の
あ
の
感
激
を
、
四
〇
年
以
上
経

っ
た
今
で
も
忘
れ
な
い
。
当
時
一
時
的
に
品
切
れ
に
な
っ
て
お
り
、
仕
方

な
く
大
学
図
書
館
か
ら
借
り
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
一
巻
本
を
読
み
始
め
た

が
、
修
士
二
年
の
春
に
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
二
巻
本
が
よ
う
や
く
入
手
で

き
た
。
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
「1976.3.19 K

yoto M
aruzen

」
と
の
書

き
込
み
の
あ
る
蔵
書
は
、
今
で
は
背
表
紙
の
糊
も
剥
が
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
る
。
鉛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
マ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
書
き
込
み

が
随
所
に
見
出
さ
れ
る
こ
の
本
は
、
ま
さ
に
若
き
日
の
自
分
の
孤
独
な
神

学
的
格
闘
の
足
跡
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

あ
の
当
時
、
導
き
手
も
な
し
に
ニ
ー
バ
ー
を
読
む
こ
と
に
は
大
き
な
困

難
が
伴
っ
た
。
ハ
ー
ラ
ン
ド
や
ホ
ー
フ
マ
ン
な
ど
の
研
究
書
を
手
掛
か
り

に
、
暗
中
模
索
の
よ
う
な
読
解
作
業
を
地
道
に
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
。

幸
い
、
今
で
は
髙
橋
義
文
氏
の
『
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
歴
史

神
学
』
を
は
じ
め
、
何
冊
か
の
優
れ
た
研
究
書
が
邦
語
で
も
参
照
で
き
る
。

そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
こ
の
翻
訳
書
の
刊
行
で
あ
る
。
今
や
ニ
ー
バ
ー
の

神
学
思
想
を
、
と
り
わ
け
き
わ
め
て
独
創
的
な
そ
の
歴
史
解
釈
を
、
日
本

語
で
学
ぶ
環
境
が
よ
う
や
く
整
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
若
い
人
た
ち
の
間

で
、
ニ
ー
バ
ー
に
対
す
る
新
た
な
関
心
が
起
こ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

訳
者
の
お
二
人
が
払
わ
れ
た
労
苦
に
は
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
し
か
な
い
。

　

原
典
に
馴
れ
親
し
ん
で
い
る
評
者
に
は
、
英
語
版
の
方
が
や
は
り
ス
ト

レ
ー
ト
に
伝
わ
る
が
、
一
般
読
者
に
は
本
書
の
刊
行
は
さ
ぞ
か
し
待
ち
遠

し
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ニ
ー
バ
ー
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る
翻
訳
書

だ
け
あ
っ
て
、
翻
訳
は
正
確
で
隅
々
ま
で
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
る
。
真

の
神
学
的
洞
察
を
湛
え
世
界
史
的
広
が
り
を
も
つ
本
書
は
、
村
社
会
的
な

安
逸
を
む
さ
ぼ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
は
衝
撃
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
こ

そ
ま
さ
に
評
者
一
押
し
の
絶
品
で
あ
る
。

（
や
す
か
た
・
と
し
ま
さ
＝
北
海
学
園
大
学
学
長
）

（
A
５
判
・
四
〇
二
頁
・
本
体
三
七
〇
〇
円
＋
税
・
聖
学
院
大
学
出
版
会
）

キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
解
釈
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神
の
痛
み
の
神
学
か
ら
痛
み
共
有
の
倫
理
へ

丸
山
久
美
子
著

北
森
嘉
蔵
伝

東
方
敬
信

　
摂
理
的
な
出
会
い

　

著
者
の
丸
山
久
美
子
姉
は
、
私
に
と
っ
て
青
山
学
院
高
等
部
の
先
輩
同

窓
生
に
あ
た
ら
れ
る
方
で
あ
り
、
青
山
学
院
教
会
で
勝
部
武
雄
牧
師
か
ら

洗
礼
を
授
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
青
山
学
院
教
会
が
経
堂
教
会
と
合
併

し
て
経
堂
緑
岡
教
会
に
な
っ
た
時
に
、
教
会
生
活
を
色
々
な
地
域
に
求
め

ら
れ
た
方
々
が
お
ら
れ
た
時
の
御
一
人
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
最
初
の
任

地
が
日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
経
堂
緑
岡
教
会

の
主
任
担
任
教
師
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
過
去
と
間
接
的
な
触
れ
合
い

が
あ
っ
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
そ
の
経
堂
緑
岡
教
会
の
合
併
時
期
の
一

種
の
混
沌
の
時
に
丸
山
久
美
子
姉
は
、
近
く
の
千
歳
船
橋
教
会
で
北
森
先

生
と
出
会
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
不
思
議
な
繋
が
り
で
は
な
く
、
本
書
の
紹
介
に

な
る
が
、
私
に
と
っ
て
東
京
神
学
大
学
の
恩
師
方
の
御
一
人
で
あ
る
北
森

嘉
蔵
教
授
の
本
格
的
な
「
そ
の
生
涯
と
思
想
」（
副
題
）
に
つ
い
て
の
著

作
が
本
書
で
あ
る
。「
北
森
神
学
」
と
言
わ
れ
た
り
「
神
の
痛
み
の
神
学
」

と
言
わ
れ
た
り
す
る
日
本
を
代
表
す
る
「
世
界
的
神
学
者
」
の
内
実
に
迫

る
充
実
し
た
著
作
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
、
北
森
先
生
の
生
涯
を
追
跡
し
な
ら
が
そ
の
神
学
思
想

を
紹
介
し
た
も
の
で
、
内
容
は

　

第
一
章　

北
森
神
学
誕
生
の
軌
跡

　

第
二
章　

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
専
門
学
校
入
学

　

第
三
章　

京
都
帝
国
大
学
時
代

　

第
四
章　

キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会

　

第
五
章　

千
歳
船
橋
教
会
設
立
の
経
緯

　

第
六
章　
「
神
の
痛
み
の
神
学
」
と
仏
教
哲
学

　

第
七
章　

学
園
紛
争
の
中
に
「
神
の
痛
み
」
を
見
る

　

第
八
章　

教
会
合
同
論
と
最
後
の
挨
拶

　

お
わ
り
に

で
あ
る
。

　
新
し
い
神
学
と
教
会
形
成
へ
の
予
感

　

北
森
教
授
の
「
神
の
痛
み
の
神
学
」
に
到
達
す
る
契
機
や
過
程
は
極
め

て
丁
寧
で
あ
り
興
味
深
い
叙
述
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
紹
介
と
共
に
、
こ

の
神
の
痛
み
の
神
学
が
福
音
の
論
理
や
内
在
的
三
一
論
だ
け
に
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
さ
ら
に
自
然
神
学
の
展
開
と
の
つ
な
が
り
や
、
三
一
の
神
と

世
界
に
関
係
す
る
経
綸
的
三
一
論
へ
の
生
か
し
方
ま
た
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ

ス
の
リ
バ
イ
ヤ
サ
ン
像
を
克
服
す
る
十
字
架
の
御
子
の
キ
リ
ス
ト
像
に
よ

る
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
が
私
た
ち
の
社
会
的
証
し
と
い
う
課
題
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
「
痛
み
を
共
有
す
る
倫
理
」

を
日
本
文
化
に
も
地
球
社
会
に
も
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
モ
ラ
ル
の
源
泉
と
し
て
の
「
神
の
痛
み
の
神
学
」
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
こ
に
信
仰
共
同
体
つ
ま
り
教
会
の
新
し
い
証
し
の
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
資
本
主
義
社
会
を
突
破
す
る

新
し
い
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
目
指
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
Ｊ
・
モ
ル
ト

マ
ン
の
神
学
的
意
図
に
繋
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

筆
者
が
東
京
神
学
大
学
に
在
学
中
に
佐
藤
敏
夫
学
長
と
ご
夫
人
が
発
案

さ
れ
た
神
学
生
た
ち
と
教
員
た
ち
の
昼
食
会
を
催
さ
れ
て
い
た
時
、
北
森

先
生
の
隣
に
座
る
と
、
お
も
む
ろ
に
先
生
が
「
モ
ル
ト
マ
ン
か
ら
手
紙
が

来
た
よ
」
と
ド
イ
ツ
語
の
手
紙
を
懐
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
を
印
象
深
く
思

い
出
す
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
が
大
い
に
現
代
の
神
学
的
課
題
に
生
か
さ

れ
る
と
良
い
と
思
う
。
ま
た
新
し
い
教
会
形
成
に
繋
が
る
と
予
感
す
る
。

　
告
白
教
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
、
後
半
の
「
学
園
紛
争
」
と
「
教
会
合
同

論
」
ま
た
「
お
わ
り
に
」
を
読
む
と
、
晩
年
の
北
森
牧
師
の
姿
勢
が
描
か

れ
て
お
り
、
一
九
九
七
年
に
「
老
体
に
ム
チ
打
っ
て
沖
縄
の
教
会
に
出
か

け
た
」
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
教
団
合
同
問
題
や
聖

餐
論
に
つ
い
て
誠
心
誠
意
を
尽
く
さ
れ
て
い
た
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
筆
者
も
胸
を
打
た
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
小
生
も
大
学
聖

歌
隊
が
沖
縄
訪
問
を
し
た
あ
と
、
あ
る
沖
縄
の
教
会
の
百
周
年
記
念
礼
拝

に
奉
仕
し
、
ま
た
教
団
の
伝
道
室
の
依
頼
を
受
け
て
、
沖
縄
の
二
つ
の
教

会
に
説
教
奉
仕
と
講
演
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

旅
路
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
北
森
牧
師
の
尊
い
奉
仕
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

現
在
筆
者
の
出
席
教
会
と
な
っ
て
い
る
千
歳
船
橋
教
会
の
北
森
牧
師
退
任

の
時
の
最
後
の
講
演
「
神
の
痛
み
の
六
十
年
」
に
お
い
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム

の
イ
サ
ク
奉
献
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
た
の
も
印
象
的
で
あ
る
。「
神
痛

み
給
う
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
伝
道
と
証
の
使
命
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
お
わ
り
」
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
に
従
い
続
け
た
北
森
牧
師
の

晩
年
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
の
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
働
き

も
描
か
れ
て
い
た
。
私
た
ち
も
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
お
け
る
「
神
の
痛
み

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
と
共
に
「
歴
史
的
な
痛
み
を
共
有
す
る
」
証
の
歩
み
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。（

と
う
ぼ
う
・
よ
し
の
ぶ
＝
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
（
B
５
判
・
二
二
九
頁
・
本
体
二
一
〇
〇
円
＋
税
・
教
友
社
）

そ
の
生
涯
と
思
想
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ラ
イ
ト
の
史
的
イ
エ
ス
理
解

N
・
T
・
ラ
イ
ト
著

山
口
希
生
、
山
口
秀
生
訳

シ
ン
プ
リ
ー
・
ジ
ー
ザ
ス

鎌
野
直
人

何
を
伝
え
、
何
を
行
い
、
何
を
成
し
遂
げ
た
か

　

新
約
聖
書
学
者
で
あ
り
、
英
国
国
教
会
の
ダ
ラ
ム
主
教
も
務
め
た
N
・

T
・
ラ
イ
ト
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
に
よ
っ
て
学
術
界
を
リ
ー
ド
し

つ
つ
も
、
研
究
の
最
先
端
を
平
易
な
こ
と
ば
で
、
教
会
に
向
け
て
語
り
続

け
て
い
る
。
近
年
、
そ
の
学
術
書
（『
新
約
聖
書
と
神
の
民
』
上
巻
）
と

一
般
読
者
向
け
の
著
書
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
と
は
』、『
使
徒
パ
ウ
ロ

は
何
を
語
っ
た
の
か
』）
が
立
て
続
き
に
邦
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
『
シ
ン
プ
リ
ー
・
ジ
ー
ザ
ス
』
に
は
、
九
十
年
代
末
の
史
的
イ
エ
ス
に

関
す
る
書
（『
イ
エ
ス
と
神
の
勝
利
』、『
イ
エ
ス
の
挑
戦
』［
両
者
共
に
邦

訳
未
出
版
］）
を
継
承
し
つ
つ
も
、
ダ
ラ
ム
主
教
時
代
（
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
）
の
牧
会
経
験
で
深
め
ら
れ
た
ラ
イ
ト
の
史
的
イ
エ
ス
理

解
（「
イ
エ
ス
は
変
わ
ら
な
い
が
、
私
が
変
わ
っ
た
の
だ
」
と
ラ
イ
ト
は

講
演
の
中
で
述
べ
て
い
る
）
が
綴
ら
れ
て
い
る
（
原
著
は
二
〇
一
一
年
出

版
）。
ラ
イ
ト
の
も
と
で
博
士
論
文
を
執
筆
し
た
山
口
希
生
氏
と
彼
の
父

で
あ
る
山
口
秀
生
氏
が
よ
く
こ
な
れ
た
日
本
語
で
訳
し
て
い
る
。

　

本
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
世
界
観
が
色
濃
く
現
れ
る
ス
ト
ー
リ

ー
や
シ
ン
ボ
ル
の
役
割
を
重
ん
じ
た
方
法
論
を
用
い
て
、
史
的
イ
エ
ス
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
ラ
イ
ト
の
批
判
的
実
在
論
は
『
新
約

聖
書
と
神
の
民
』
上
巻
参
照
）。
さ
ら
に
、
イ
エ
ス
の
歴
史
を
、
ロ
ー
マ

帝
国
に
よ
る
支
配
と
、
帝
国
か
ら
の
解
放
と
い
う
新
し
い
出
エ
ジ
プ
ト
を

求
め
る
ユ
ダ
ヤ
の
民
族
的
待
望
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
の

シ
オ
ン
へ
の
帰
還
と
い
う
預
言
者
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
い
う
三
つ
の
「
嵐
」

の
ぶ
つ
か
り
と
い
う
文
脈
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
、

空
間
（
天
と
地
の
出
会
う
場
で
あ
る
神
殿
で
あ
る
か
の
よ
う
に
イ
エ
ス
が

振
る
舞
っ
た
）、
時
間
（
神
の
時
と
人
の
時
が
一
致
す
る
安
息
日
が
指
し

示
し
た
未
来
が
イ
エ
ス
と
共
に
到
来
し
た
）、
物
質
（
物
質
世
界
そ
の
も

の
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
の
臨
在
と
力
に
よ
っ
て
新
し
く
変
え
ら
れ
た
）

と
い
う
、
旧
約
聖
書
に
よ
っ
て
色
濃
く
彩
ら
れ
た
一
世
紀
ユ
ダ
ヤ
人
の
世

界
理
解
に
基
づ
い
て
イ
エ
ス
の
受
難
と
復
活
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る

点
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
見
知
ら
ぬ
世
界
に
住
み
、
見
知
ら
ぬ
神

を
信
じ
、
支
配
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
生
き
た
イ
エ
ス
は
何
を
成
し
遂
げ

た
と
、
ラ
イ
ト
は
考
え
る
の
か
。
イ
エ
ス
は
神
の
王
国
を
実
現
す
る
メ
シ

ア
と
、
苦
難
の
し
も
べ
と
、
シ
オ
ン
へ
の
神
自
身
の
到
来
の
体
現
と
い
う

三
つ
の
召
命
を
ひ
と
り
で
引
き
受
け
、「
自
ら
の
信
従
者
た
ち
を
神
殿
と

し
て
建
て
上
げ
、
ま
た
自
ら
で
悪
の
全
部
の
重
み
を
引
き
受
け
、
そ
の
身

に
宇
宙
の
悲
惨
の
す
べ
て
を
集
中
さ
せ
た
」。
そ
れ
は
、「
悪
の
力
が
廃

棄
さ
れ
、
新
し
い
世
界
が
生
み
出
さ
れ
る
た
め
」（
三
〇
六
頁
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
十
字
架
に
お
い
て
世
界
と
人
類
全
体
に
向
け
ら
れ
た
告
発
を
す

べ
て
自
分
の
身
に
引
き
受
け
、
自
ら
の
い
の
ち
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
神

の
創
造
に
敵
対
す
る
巨
大
な
力
に
対
し
て
勝
利
を
得
た
。
さ
ら
に
、
復
活

に
よ
っ
て
新
し
い
創
造
が
誕
生
し
、
地
に
お
い
て
も
、
天
に
あ
る
よ
う
に

神
の
王
国
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
確
か
に
さ
れ
た
、
と
ラ
イ
ト
は
考
え
て
い

る
。
イ
エ
ス
は
、
全
権
を
握
る
者
と
し
て
、
天
に
お
い
て
即
位
さ
れ
（
昇

天
）、
天
地
に
お
け
る
新
し
い
創
造
を
運
営
し
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
世
界
の
王
で
あ
り
、
主
で
あ
る
イ
エ
ス
を
現
代
の
教
会
が
語

る
と
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
。
イ
エ
ス
は
、
人
を
通
し
て
世
界
を

支
配
す
る
と
い
う
神
の
意
図
の
原
則
を
救
出
し
、
変
容
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
支
配
が
信
従
者
た
ち
を
通
し
て
地
に
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

教
会
は
、
イ
エ
ス
の
主
権
と
わ
ざ
を
実
現
し
つ
づ
け
る
手
段
と
し
て
の
召

命
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ト
の
史
的
イ
エ
ス
理
解
は
教
会

へ
の
挑
戦
で
も
あ
る
。

　

本
書
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
批
評
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
第
二
神
殿
期

ユ
ダ
ヤ
教
の
知
識
を
駆
使
し
た
、
現
代
の
教
会
の
宣
教
に
対
す
る
挑
戦
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
書
に
は
、
意
図
的
で
は
あ
る

が
、
二
〇
世
紀
の
聖
書
学
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
、
史
的
イ
エ
ス
と
福
音

書
が
描
く
正
典
的
イ
エ
ス
の
分
離
を
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
取
り
扱

い
を
数
多
く
見
出
す
。
聖
書
学
者
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
者
が
、

ラ
イ
ト
が
「
シ
ン
プ
ル
に
」
描
こ
う
と
し
た
、
複
雑
な
史
的
イ
エ
ス
像
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
応
答
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

（
か
ま
の
・
な
お
と
＝
関
西
聖
書
神
学
校
校
長
）

（
四
六
判
・
四
一
六
頁
・
本
体
二
七
五
〇
円
＋
税
・
あ
め
ん
ど
う
）
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わ
た
し
た
ち
は
一
般
に
、
母
国
語
を
用
い
て
多
く
の
物
事
を
理
解
し
て

い
ま
す
。
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、

既
に
多
く
の
こ
と
が
無
意
識
の
内
に
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
思
い
出
に
な
り
ま
す
が
、
中
学
校
に
上
が
っ
て
英
語
の
授
業

が
始
ま
っ
た
当
初
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
「
卵
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
を
、
突
然
に
英
語
で

は
「egg

」
と
い
う
と
教
わ
っ
た
の
で
す
。
同
じ
物
体
を
言
い
表
す
の
に
、

ど
う
し
て
呼
び
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。
不
思
議
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
立
場
を
逆
に
し
て
み
れ
ば
、
同
じ
「egg
」
な
の
に
、

あ
る
時
は
「
た
ま
ご
」、
あ
る
時
は
「
ら
ん
」
と
使
い
分
け
、
同
じ
「
た

ま
ご
」
で
も
「
卵
」
と
「
玉
子
」
を
使
い
分
け
て
い
る
日
本
語
を
不
思
議

に
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

目
に
見
え
る
同
時
代
の
具
体
的
な
物
体
を
呼
び
表
わ
す
の
で
さ
え
、
言

語
が
変
わ
れ
ば
、
既
に
こ
れ
ほ
ど
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
抽
象
概

念
で
あ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
他
の
言
語
に
は
存
在
し
な
い
概
念
で
あ
っ
た

り
す
れ
ば
、
対
象
を
理
解
す
る
に
は
、
幾
重
の
困
難
が
あ
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
典
は
、「
大
項
目
」
と
「
小
項
目
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、

「
大
項
目
」
に
は
、
一
二
の
中
心
的
な
神
学
主
題
に
つ
い
て
の
導
入
的
な

概
観
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
既
に
、
一
つ
の
聖
書
神
学
の

概
説
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
小
項
目
」
に
は
、「
大
項
目
」
の
主
題
を
掘

り
下
げ
る
の
に
適
し
た
神
学
的
に
重
要
な
鍵
語
に
つ
い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
事
典
で
目
指
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
学
的
な

基
本
概
念
に
関
し
て
、
そ
の
発
展
や
背
景
に
つ
い
て
文
化
・
精
神
史
的
な

関
連
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
、
文
学
史
や
時
代
史
、
ま
た
同
時
代

の
周
辺
世
界
と
の
接
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
聖
書
も
ま
た
、
周

辺
文
化
の
影
響
を
受
け
つ
つ
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

旧
約
の
神
は「
義
」、
新
約
の
神
は「
愛
」
で
あ
り
、
聖
書
の
特
質
は「
契

約
」
で
あ
る
と
、
し
ば
し
ば
紋
切
り
型
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
当

否
以
前
に
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
の
概
念
は
、
聖
書
自
体
に
は
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
本
事
典
を
紐
解
け
ば
、
そ
こ
に
は
わ
た
し

た
ち
が
日
本
語
で
一
般
に
理
解
し
て
い
る
の
と
は
違
っ
た
世
界
が
広
が
っ

　

わ
た
し
た
ち
は
、
他
言
語
で
記
さ
れ
た
も
の
の
内
容
を
、
翻
訳
と
い
う

作
業
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
数
あ
る
候
補

の
中
か
ら
一
つ
の
言
葉
を
選
び
取
る
作
業
を
無
数
に
繰
り
返
し
た
結
果
で

す
。
ま
た
、
単
な
る
言
葉
の
置
き
換
え
で
は
、
元
の
言
語
の
背
後
に
あ
る

文
化
や
思
想
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

聖
書
は
、
二
千
年
以
上
も
前
の
古
代
西
ア
ジ
ア
・
地
中
海
世
界
に
お
い

て
成
立
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
一
世
紀
の
日
本
に
住
む
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
は
、
時
間
も
場
所
も
遠
く
隔
た
っ
た
存
在
で
す
。
日
本
語
そ
の

他
の
現
代
語
に
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
と
な
る
思
想
や
文
化
が
あ
る
よ
う
に
、

聖
書
の
言
語
で
あ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
背
後
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
背
後
に
思
想
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
思
想
や
文
化
は
、
そ
の
言

語
を
育
ん
だ
時
代
と
地
域
に
よ
る
刻
印
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
て
、
わ
た
し
た
ち
を
聖
書
の
思
想
や
文

化
へ
と
架
橋
す
べ
く
執
筆
さ
れ
た
の
が
、『
旧
約
新
約　

聖
書
神
学
事
典
』

で
す
。
本
事
典
に
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
中
心
と
し
た
国
際
的
に
著
名
な
研

究
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
旧
約
・
新
約
聖
書
神
学
の
中
心
的
な
主
題
や

概
念
に
関
し
て
、
最
新
か
つ
包
括
的
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
聖
書
に
お
け
る
「
義
」
と
「
愛
」
は
、
決

し
て
対
立
概
念
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
旧
約
と
新

約
に
分
け
ら
れ
た
説
明
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
と
並
ん
で
、
両
者

の
関
連
を
意
識
し
た
全
聖
書
的
な
理
解
も
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
本
事
典

は
、
参
照
指
示
に
よ
っ
て
各
項
目
が
相
互
に
有
機
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
と
し
た
更
な
る
読
書
へ
と
誘
わ
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
聖
書
の
思
想
や
文
化
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

聖
書
の
言
語
が
母
国
語
で
は
な
い
と
い
う
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
積
極
的
な
意
味
で
理
解
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
前
提

を
設
け
ず
、
全
て
の
こ
と
に
常
に
注
意
を
怠
ら
な
い
姿
勢
が
、
最
初
か
ら

備
わ
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
本
事
典
を
通
じ
て
、
聖
書
の
思
想
を
構

成
し
て
い
る
多
く
の
重
要
概
念
の
内
容
を
改
め
て
捉
え
直
す
き
っ
か
け
と

な
り
、
そ
こ
に
自
分
と
は
異
な
る
も
の
と
の
出
会
い
が
持
つ
喜
び
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
や
ま
よ
し
・
と
も
ひ
さ
＝
北
星
学
園
大
学
准
教
授
）

異
質
な
も
の
と
の
出
会
い
の
喜
び

山
吉
智
久

『
旧
約
新
約　

聖
書
神
学
事
典
』（
教
文
館
）
を
翻
訳
し
て



19

エッセイ

18

　

こ
の
度
、「
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
ウ
ィ
ー
ク
」
の
最
終
日
（
9
月

18
日
）
に
記
念
講
演
を
さ
れ
る
H=

M
・
バ
ル
ト
に
私
が
は
じ
め
て
会
っ

た
の
は
、
今
か
ら
約
半
世
紀
前
、
一
九
六
〇
年
～
六
三
年
に
私
が
ド
イ

ツ
・
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
時
、
私
が
出
席
し
て
い
た

E
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
教
授
の
ゼ
ミ
に
お
い
て
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
エ
ル

ラ
ン
ゲ
ン
出
身
で
、
郷
里
の
大
学
神
学
部
に
入
学
し
、
研
究
を
始
め
た
ば

か
り
の
頃
で
あ
っ
た
。
私
は
20
歳
台
の
後
半
、
彼
は
10
歳
台
の
後
半
で
、

彼
と
の
出
会
い
は
お
互
い
に
「
青
春
の
一
齣
」
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
、
私
が
当
時
寄
宿
し
て
い
た
神
学
生
寮
「
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
エ
ラ
ー

ト
・
ハ
ウ
ス
」
に
度
々
私
を
訪
ね
て
き
て
、
ド
イ
ツ
の
神
学
的
状
況
や
お

互
い
の
研
究
目
的
に
つ
い
て
親
し
く
語
り
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ル
ト

は
、
す
で
に
そ
の
当
時
か
ら
ル
タ
ー
神
学
の
「
批
判
的
・
歴
史
的
」
研
究

を
目
指
し
て
い
た
。
私
自
身
も
新
約
聖
書
の
「
批
判
的
・
歴
史
的
」
研
究

を
志
向
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
私
の
卒
論
（
東
大
教
養
学
部
教
養
学
科
ド

イ
ツ
分
科
）
の
テ
ー
マ
が
ル
タ
ー
の
『
ガ
ラ
テ
ヤ
書
注
解
』
で
あ
っ
た
の

で
、
お
互
い
に
話
が
よ
く
合
っ
て
、
談
合
は
夜
更
け
ま
で
続
い
た
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
バ
ル
ト
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ロ
ー
マ
で
学
び
、
ギ
ー
セ
ン

大
学
に
お
い
て
ル
タ
ー
研
究
でD

r. theol.（
神
学
博
士
）
の
学
位
を
取
り
、

教
授
資
格
試
験
に
も
パ
ス
し
て
、
同
大
学
の
神
学
部
教
授
と
な
り
、
最
終

的
に
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
神
学
部
教
授
と
な
っ
た
。
こ
の
間
彼
は
、
一

九
九
七
～
二
〇
〇
九
年
、「
福
音
主
義
同
盟（
ド
イ
ツ
・
キ
リ
ス
ト
教
団
）」

議
長
を
も
務
め
て
い
る
。

　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
バ
ル
ト
は
、
組
織
神
学
の
ほ
か
に
宗
教
哲
学
も
講
じ

て
お
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
と
日
本
の
仏
教
、
と
り
わ
け
浄
土
真
宗

と
の
比
較
研
究
に
も
専
攻
分
野
を
広
げ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
マ

ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
と
大
谷
大
学
と
の
共
催
で
開
か
れ
た
「
浄
土
真
宗
と
福

音
主
義
神
学
：
第
三
回
国
際
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ン
ポ
シ
オ

ン
」
の
報
告
書
を
、
箕
浦
恵
了
ほ
か
と
の
共
編
で
、
法
蔵
館
か
ら
公
刊
し

て
お
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
京
都
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
間
に
彼
は
、
一
日
休
暇
を
と
っ
て
夫
人
と
共
に
上
京
、
当
時
恵
泉

女
学
園
大
学
の
学
長
を
し
て
い
た
私
を
訪
れ
た
。
私
は
夫
妻
の
願
い
を
容

れ
て
東
京
を
案
内
し
た
が
、
バ
ル
ト
が
最
も
興
味
を
示
し
た
の
は
、
銀
座

の
教
文
館
と
上
野
の
日
本
学
士
院
で
あ
っ
た
。
教
文
館
の
キ
リ
ス
ト
教
図

書
部
の
よ
う
な
広
範
な
蔵
書
の
あ
る
書
店
は
ド
イ
ツ
に
は
な
い
、
と
驚
嘆

し
て
い
た
し
、
日
本
学
士
院
の
よ
う
な
全
国
組
織
の
学
問
の
殿
堂
も
ド
イ

ツ
に
は
存
在
し
な
い
、
と
羨
望
の
念
を
吐
露
し
て
い
た
。

（
あ
ら
い
・
さ
さ
ぐ
＝
東
京
大
学
・
恵
泉
女
学
園
大
学
名
誉
教
授
）

荒
井 

献

宗
教
改
革
5
0
0
年
記
念
の
講
演
会
に
よ
せ
て

ハ
ン
ス=

マ
ル
テ
ィ
ン
・
バ
ル
ト
教
授
の
こ
と

宗教改革500年

記念講演会
14:30～16:30
有楽町朝日ホール
会費1,000円（定員600名）

講師 ハンス＝マルティン・バルト氏
（マールブルク大学名誉教授）

記念展示会
10:30～18:00
（最終日12:30～17:00）

銀座教会 
東京福音会センター

◆レクチャー
●9月15日（金）宗教改革時代の美術　
　佐川 美智子氏（元町田市立国際版画美術館 副館長）

●9月16日（土）宗教改革と音楽
　藤原 一弘氏（青山学院大学、北海道大学非常勤講師）

●9月17日（日）聖書の装丁の歴史
　中西 保仁氏（印刷博物館学芸員）

エキュメニカル
晩餐会（定員150名）

18:00～20:30
帝国ホテル 光の間2階
会費18,000円（正餐つき）

講師 江口 再起氏
（ルーテル学院大学教授）

音楽ゲスト MCSメサイアコーラルソサイェティ合唱団

司会 須貝まい子（女優）

司会 廣石 望（立教大学教授）

宗教改革500年 記念ウィーク

宗教改革が
問いかけるもの

教派・教会を超えてキリス
ト教会に連なる皆様のみな
らず、関心をお持ちのすべ
ての方々を対象として、各分
野の第一人者による多様な
プログラムをご用意いたし
ました。皆さまのご来場を
お待ちしています！

宗教改革500年記念行事のために、
お祈りとご支援をお願いします。

2017年9月12日（火）～9月22日（金）　※定員になり次第締め切ります。お早めにお申し込み下さい。

　　　　　　　　　　（ご連絡は広報担当まで）
〒104-0061 東京都中央区銀座4-5-1　Eメール: info@bible.or.jp
TEL.03-3567-1988    FAX.03-3567-4436　http://www.bible.or.jp/r500/

「現代世界における
 宗教改革の意義」

「贈与の神学者ルター」

指揮者 小田 彰氏（ライトハウス田園調布チャペル牧師）

※レクチャー参加の方は、お申込みが必要です。（定員50名）
　Eメール：lib@bible.or.jp　FAX 03-3562-7227

9/18
（月・敬老の日）

2017

9/18
（月・敬老の日）

2017

9/22
（金）

2017

9/12（火）

～17（日）

2017

「宗教改革が文化に及ぼした影響」
入場無料

※

※

記念ウィーク
特設サイト➡

チケット申込こちら

記念コンサート 
「Hope & Love」
東京オペラシティ
コンサートホール
18:30 開場  19:00 開演
◆PROGRAMS
J. シベリウス 「フィンランディア」
HANDEL 「メサイア」ハイライト 他

SS 席 ¥5,000　S 席 ¥4,000　A 席 ¥3,000　B 席 ¥2,000
指揮：星野 誠
ソプラノ：キム・スヨン　テノール：イ・ヨハン
東京シモンフィルハーモニーオーケストラ
東京シモンコーラス　根津コーラス
《チケットお問合せ》
■チケットぴあ 0570-02-9111　■東京シモンコーラス事務局 03-
3351-6004　■アークノアコンサート 080-5560-3773
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本
屋
さ
ん
が
選
ん
だ

お
勧
め
の
本

　
「
病
気
と
は
人
生
の
夜
の
側
面
で
、
迷
惑
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
市
民
た

る
者
の
義
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
者
は
健
康
な
人
々
の
王

国
と
病
め
る
人
々
の
王
国
と
、
そ
の
両
方
の
住
民
と
な
る
。
人
は
誰
し
も
よ
い

方
の
パ
ス
ポ
ー
ト
だ
け
を
使
い
た
い
と
願
う
が
、
早
晩
、
少
な
く
と
も
あ
る
期

間
は
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
王
国
の
住
民
と
し
て
登
録
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
も

の
で
あ
る
。」　　
　
　

  　
『
隠
喩
と
し
て
の
病
い
』
よ
り 

Ｓ
・
ソ
ン
タ
グ
著

　

現
在
、 

日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
三
人
に
一

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
親
者
あ
る
い
は

自
分
自
身
が
が
ん
を
告
知
さ
れ
な
い
限
り
、
切
迫
し
た
問
題
意
識

が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
も
稀
で
す
。

　

私
の
高
齢
の
母
が
三
月
に
直
腸
が
ん
を
患
い
、
検
査
の
結
果
ス

テ
ー
ジ
Ⅲ
ｂ
と
進
行
が
ん
と
の
告
知
を
受
け
、
開
腹
手
術
で
病
巣

を
切
除
し
、
五
月
か
ら
術
後
の
補
助
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）

を
外
来
通
院
で
日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
最
中
、
私
自
身
も
身
体
の
変
調
を
憶
え
、
膀
胱
の
内

視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
事
に
は
至
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
切
迫
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
が
身
近
な
も
の
と
し
て

意
識
さ
れ
ま
し
た
。
が
ん
告
知
と
い
う
切
迫
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を

前
に
、
私
た
ち
の
「
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
」
は
実
に
心
も
と
な
い
限

り
で
す
。

　
「
が
ん
哲
学
外
来
」
と
は
、
病
理
学
者
の
吉
田
富
三
の
が
ん
学
と

内
村
鑑
三
、
南
原
繁
、
新
渡
戸
稲
造
、
矢
内
原
忠
雄
と
い
う
キ
リ

ス
ト
者
の
思
想
を
合
流
さ
せ
た
著
者
の
造
語
「
が
ん
哲
学
」
の
理

念
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
と
医
療
の
間
に
あ
る
「
隙
間
」

を
埋
め
る
役
割
は
、
私
自
身
が
経
験
し
た
「
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
」

に
合
致
し
ま
す
。
対
話
に
よ
る
「
言
葉
の
処
方
箋
」
は
、
が
ん
と

共
に
生
き
る
希
望
へ
と
患
者
と
家
族
を
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
書
に
は
「
が
ん
哲
学
外
来
」
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
と

出
会
っ
た
二
十
四
人
の
証
言
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
自
ら
が
「
言
葉
の
処
方
箋
」
に
よ
り
「
こ
こ
ろ
の
拠
り
所
」

と
対
峙
し
、
癒
さ
れ
て
い
く
過
程
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

1,500円＋税
日本キリスト教団出版局

『
が
ん
哲
学
外
来
で

 

処
方
箋
を
』

樋
野
興
夫
著 名

古
屋
聖
文
舎　

伊
奈
均
志

　

戦
後
七
〇
年
を
過
ぎ
、
戦
争
を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
中
、
平
和
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
に
本
書
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
も
日
本
基
督
教
団
の
信
徒
で
す
の
で
、「
日
本
基
督
教
団
戦
責

告
白
」
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
様
な
経
過
を
た
ど
っ

た
も
の
な
の
か
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
書
に
は
「
告
白
」

1,300円＋税
新教出版社

『
日
本
基
督
教
団 

戦
争 

 

責
任
告
白
か
ら
5
0
年
』

「
時
の
微
」
同
人
会
編

新
生
館　

神
吉 

学

の
発
表
ま
で
の
様
々
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
「
戦

責
告
白
」
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
他
教
派
の
戦

争
責
任
告
白
等
の
資
料
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊

で
す
。新

生
館

〒
８
１
０-

０
０
７
３　

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
２-

７-

７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
２-

７
１
２-

６
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
２-

７
８
１-

５
４
８
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
： http://w

w
w

.sinseikan.jp/
E-m

ail

：info@
sinseikan.jp

名
古
屋
聖
文
舎

〒
４
６
４-

０
８
５
０　

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
５-

２
８-

４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
２-

７
４
１-

２
４
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
２-

７
３
３-

２
６
４
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://hom

epage3.nifty.com
/seibunsha/

E-m
ail

：nagoya-seibunsha@
nifty.com
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書
店
名

郵
便
番
号

住
　
所

電
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

U
RL

メ
ー
ル

郵
便
振
替

北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
書
店
06
0-
08
07

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
６
丁
目

01
1-
73
7-
17
21

01
1-
74
7-
59
79

ht
tp
:/
/w
w
w
.jb
-s
ho
p.
co
m
sa
sa
ki
@
jb
-s
ho
p.
co
m

02
77
0-
2-
56
52
0

善
隣
館
書
店

02
0-
00
25

盛
岡
市
大
沢
川
原
3-
2-
37

01
9-
65
4-
12
16

共
用

ze
nri
nk
an
_s
yo
ten
@y
ah
oo
.co
.jp
02
35
0-
0-
87
4

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

98
0-
00
12

仙台
市青
葉区
錦町
1-1
3-6
　東
北教
区セ
ンタ
ー・
エマ
オ1
F
02
2-
22
3-
27
36

共
用

fq
cw
k5
24
@
yb
b.
ne
.jp

02
23
0-
0-
31
15
2

恵
泉
書
房

26
0-
00
21

千葉
市中
央区
新宿
2-8
-2　
千葉
クリ
スチ
ャン
セン
ター
ビル
04
3-
23
8-
12
24

04
3-
24
7-
30
72

htt
p:/
/w
ww
.ke
ise
n.c
hri
sti
an
.jp
ke
is
en
@
ve
st
a.
oc
n.
ne
.jp

00
12
0-
9-
43
61
9

教
文
館

10
4-
00
61

東
京
都
中
央
区
銀
座
4-
5-
1

03
-3
56
1-
84
48

03
-3
56
3-
12
88

htt
p:/
/w
ww
.ky
ob
un
kw
an
.co
.jp
xb
oo
ks
@
ky
ob
un
kw
an
.c
o.
jp
00
12
0-
2-
11
35
7

聖
公
書
店

35
0-
13
31

埼
玉
県
狭
山
市
新
狭
山
1-
5-
1

04
2-
90
0-
27
71

04
2-
90
0-
27
22

se
ik
os
ho
te
n@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

ア
バ
コ
・
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
16
9-
00
51

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2-
3-
18
03
-3
20
3-
41
21

03
-3
20
3-
41
86

ht
tp
:/
/w
w
w
.a
va
co
.in
fo

av
ac
o@
av
ac
o.
in
fo

00
13
0-
0-
96
39
8

待
晨
堂

16
7-
00
53

東
京
都
杉
並
区
西
荻
南
3-
16
-1

03
-3
33
3-
57
78

03
-3
33
3-
63
78

htt
p:/
/ta
ish
ind
o-b
oo
ks.
jim
do
.co
m/
ta
ish
ind
o@
jco
m.
ho
me
.ne
.jp
00
11
0-
8-
95
82
7

バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
10
7-
00
62

東
京
都
港
区
南
青
山
5-
10
-2

03
-6
41
8-
52
30

03
-6
41
8-
52
31

ht
tp
:/
/b
ib
le
ho
us
e.
jp

bi
bl
eh
ou
se
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
書
店

23
1-
00
63

横
浜
市
中
区
花
咲
町
3-
96

04
5-
24
1-
38
20

04
5-
24
1-
58
81

http
://w

ww7
b.big

lobe
.ne.j
p/~y

okoh
ama
-cbs
/ind
ex.h
tml
sk
sc
h@
m
va
.b
ig
lo
be
.n
e.
jp
00
25
0-
4-
25
12

清
光
書
店

95
1-
81
14

新
潟
市
営
所
通
一
番
町
31
3

02
5-
22
9-
06
56

共
用

00
56
0-
8-
51
41
9

静
岡
聖
文
舎

42
0-
08
66

静
岡
市
葵
区
西
草
深
町
20
-2
6

05
4-
26
0-
66
44

05
4-
26
0-
56
12

ht
tp
://
ww
w.
s-
se
ib
un
.c
o.
jp
/
in
fo
@
s-
se
ib
un
.c
o.
jp

00
81
0-
8-
26
55
8

名
古
屋
聖
文
舎

46
4-
08
50

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
5-
28
-4

05
2-
74
1-
24
16

05
2-
73
3-
26
48

http
://
hom
epa
ge3
.nif
ty.c
om
/se
ibu
nsh
a/
na
go
ya
-se
ibu
ns
ha
@n
ifty
.co
m
00
81
0-
5-
14
07
3

京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社

60
2-
08
54

京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町
東
入
ル
07
5-
21
1-
66
75

07
5-
21
1-
28
34

http
://w

eb.
kyo
to-i
net
.or.
jp/p
eop
le/k
tjor
dan
/
ktj
ord
an
@m
bo
x.k
yo
to-
ine
t.o
r.jp
01
01
0-
2-
59
4

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
書
店

53
0-
00
02

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
2-
1-
15
06
-6
34
5-
29
28

06
-6
34
5-
21
87

htt
p:/
/o
sa
ka
cb
s.w
eb
.fc
2.c
om
/
oc
hr
bo
ok
@
riv
er
.o
cn
.n
e.
jp
00
99
0-
3-
43
00
9

バイ
ブル

ハウ
スび

ぶろ
すの

森
59
1-
80
41

堺
市
北
区
東
雲
東
町
1-
1-
16

07
2-
25
7-
09
09

07
2-
25
3-
61
32

sa
ka
i-j
bs
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

神
戸
キ
リ
ス
ト
教
書
店

65
0-
00
21

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
3-9
-18
三
陽
ビ
ル
2F
07
8-
33
1-
75
69

共
用
　

ko
be
-ki
ris
yo
@m
se
.bi
glo
be
.ne
.jp
01
15
0-
7-
45
12
0

広
島
聖
文
舎

73
0-
08
41

広
島
市
中
区
舟
入
町
12
-7

08
2-
20
8-
00
22

08
2-
20
8-
01
77

hs
ei
bu
n0
95
1@
ya
ho
o.
co
.jp
01
36
0-
4-
19
58

徳
島
キ
リ
ス
ト
教
書
店

77
0-
00
52

徳
島
市
中
島
田
町
3-
57
-1

08
8-
63
3-
63
35

共
用

htt
p:/
/w
ww
6.
oc
n.n
e.j
p/
^tc
s/
to
ku
sh
ot
en
@
sh
irt
.o
cn
.n
e.
jp
01
63
0-
5-
37
11
9

松
山
キ
リ
ス
ト
教
書
店

79
0-
08
04

松
山
市
中
一
万
町
1-
23

08
9-
92
1-
55
19

08
9-
92
1-
54
13

http
://w

ww.
geo
citie
s.jp/

mat
suya

ma_
100
7/in
dex.
htm
is
ks
ch
@
do
ki
do
ki
.n
e.
jp

01
65
0-
1-
21
20

北九
州キ

リス
ト教
ブッ
クセ
ンタ
ー
80
2-
00
22

北
九
州
小
倉
北
区
上
富
野
5-
2-
18
09
3-
96
7-
03
21

共
用

kc
bo
ok
ce
nt
er
@
bi
bl
e.
or
.jp
01
78
0-
4-
39
96
5

新
生
館

81
0-
00
73

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
2-
7-
7

09
2-
71
2-
61
23

09
2-
78
1-
54
84

ht
tp
:/
/w
w
w
.s
in
se
ik
an
.jp
/
in
fo
@
si
ns
ei
ka
n.
jp

01
75
0-
5-
10
93
2

キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
86
2-
09
71

熊
本
市
大
江
4-
20
-2
3

09
6-
37
2-
35
03

共
用

k-
ha
le
ru
ya
@
bi
bl
e.
or
.jp

00
16
0-
2-
18
41
0

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
書
店

90
3-
02
07

中頭
郡西
原町
字翁
長7
77
　沖
縄キ
リス
ト教
学院
内
09
8-
94
3-
72
21

共
用

htt
p:/
/w
ww
.ok
ina
wa
cb
s.c
om
/
ok
in
aw
ac
bs
@
ya
ho
o.
co
.jp
02
03
08
-1
28
3

※
一

般
書

店
関

係
の

方
は

　
日

キ
販

営
業

部
　

ＴＥＬ
 0

3-
32

60
-5

67
0

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。

既刊案内（2017年4月～ 5月）（定価はすべて本体価格＋税）

編 ・ 著 ・ 訳 者 書　　名 判型 頁 本体価格 版　元 発行日

ド イ ツ 福 音 主 義
教 会 常 議 員 会 著
芳 賀 　 力 訳

義 認 と 自 由
─宗教改革500年　2017 B ６ 162 1,400 教 文 館 4 ／10

Ｇ． プ ラ ス ガ ー 著
矢 内 義 顕 訳 カ ル ヴ ァ ン 神 学 入 門 四六 224 2,400 〃 4 ／30

皆 川 達 夫 キ リ シ タ ン 音 楽 入 門
―洋楽渡来考への手引き 四六 184 1,600 日 本 キ リ ス ト

教 団 出 版 局 4 ／25

宮 田 光 雄 山上の説教から憲法九条へ
―平和構築のキリスト教倫理 B６変 259 1,800 新 教 出 版 社 4 ／25

渡 辺 和 子 エ サ ル ハ ド ン 王
位 継 承 誓 約 文 書 Ａ４ 312 6,400 リ ト ン 4 ／27

井 上 洋 治 著
山 根 道 公 編・ 解 題
若 松 英 輔 解 説

井 上 洋 治 著 作 選 集8
法然―イエスの面影を
しのばせる人、風のな
かの想い―キリスト教
文化内開花の試み（抄）

Ａ５ 248 2,500 日 本 キ リ ス ト
教 団 出 版 局 5 ／20

Ｈ.Ｗ.ホーランダル著
池 永 倫 明 訳

コ ン パ ク ト 聖 書 注 解
コ リ ン ト 人 へ の
第 一 の 手 紙 Ⅰ

四六 276 3,500 教 文 館 5 ／25

エ イ レ ナ イ オ ス 著
大 貫 　 隆 訳

キリスト教教父著作集２－Ⅱ
エ イ レ ナ イ オ ス ２
異 端 反 駁 Ⅱ

Ａ５ 226 4,000 〃 5 ／30

金 子 晴 勇 宗教改革者たちの信仰 Ａ５ 286 2,000 〃 5 ／30

宮 平  望
神の和の神学へ向けて
― 三 位 一 体 か ら 三
間 一 和 の 神 論 へ

Ａ５ 320 2,400 新 教 出 版 社 5 ／15

栗 林 輝 夫 著
西原廉太、大宮有博編

日 本 で 神 学 す る
― 栗 林 輝 夫 セ
レ ク シ ョ ン 1

Ａ５ 350 3,600 〃 5 ／25

正 田 倫 顕 ゴッホと〈聖なるもの〉 Ａ５ 218＋
口絵38 2,700 〃 5 ／25

大 頭 眞 一

焚 き 火 を 囲 ん で 聴 く
神 の 物 語・ 対 話 編
― 大 頭 眞 一 と 焚 き
火 を 囲 む 仲 間 た ち

四六 368 2,500 ヨ ベ ル 5 ／31
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編
集
室
か
ら

本
の
ひ
ろ
ば　

２
０
１
７
年
9
月
号　

予
告

本
・
批
評
と
紹
介
：
榑
松
か
ほ
る
他
著『
戦
時
下
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
』、

稲
山
聖
修
著
『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
お
け
る
神
論
研
究
』、
大
頭
眞
一
著

『
焚
き
火
を
囲
ん
で
聴
く
神
の
物
語
・
対
話
篇
』、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会

常
議
員
会
著
『
義
認
と
自
由
』、
Ｇ
・
プ
ラ
ス
ガ
ー
著
『
カ
ル
ヴ
ァ
ン
神

学
入
門
』、
Ａ
・
マ
ク
グ
ラ
ス
著
『
改
訂
増
補
新
装　

神
学
の
よ
ろ
こ
び
』、

手
束
正
昭
著
『
恩
寵
燦
々
と
』
ほ
か

新教出版社� TEL�:�03-3260-6148
Email:�sales@shinkyo-pb.com

　

虐
待
や
搾
取
、
カ
ル
ト
や
右
派
政
治
団
体
な
ど
、
昨
今
国
内
で「
宗
教
」

が
巷
間
の
耳
目
を
集
め
る
の
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
文
脈
上
が
多
い
。
し
か
し

市
井
で
の
宗
教
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
、
同
じ
「
宗
教
者
」
と

い
う
意
識
で
慨
嘆
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
少
数
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
人
が
無
宗
教
と
答
え
た
が
る
の
は
、
新
宗
教
の
熱
心
な
布
教
や
偏

狭
さ
へ
の
警
戒
心
か
ら
、
自
分
は
怪
し
い
信
者
で
は
な
い
と
否
定
し
た
い

た
め
だ
と
宗
教
学
者
の
島
田
裕
巳
は
指
摘
す
る
。
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

が
友
人
に
も
自
ら
の
信
仰
を
隠
し
た
り
は
ぐ
ら
か
し
た
り
す
る
の
も
、「
怪

し
い
」
宗
教
と
は
無
関
係
と
す
る
同
様
の
意
図
が
潜
む
よ
う
に
思
え
る
。

　

今
年
二
月
、
あ
る
人
気
女
優
が
「
幸
福
の
科
学
」
に
出
家
し
、
宗
教
活

動
に
専
念
す
る
と
宣
言
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
彼
女
は
両
親
と
も

信
者
で
、
幼
少
期
か
ら
「
仏
法
真
理
的
価
値
観
」
を
学
ん
で
き
た
と
い
う
。

ま
た
昨
年
末
に
は
、
同
教
団
学
生
部
の
女
子
が
グ
ル
ー
プ
を
結
成
、
非
公

式
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
彼
女
た
ち
は
教
団
運
営
の
中
高
で

学
び
、
礼
拝
を
中
心
と
す
る
規
律
あ
る
寮
生
活
を
過
ご
し
た
と
い
う
。

　

感
覚
的
に
「
怪
し
い
」
と
覚
え
る
新
宗
教
で
の
話
だ
が
、
こ
れ
を
キ
リ

ス
ト
教
に
置
き
換
え
る
と
ど
う
か
。
福
音
的
価
値
観
を
学
ん
で
き
た
若
者

が
、
祈
り
を
欠
か
さ
な
い
学
生
生
活
を
送
り
、
献
身
し
て
伝
道
の
途
を
歩

む
─
─
こ
れ
は
信
仰
継
承
の
鑑
と
し
て
激
賞
さ
れ
る
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

九
〇
年
代
に
世
間
を
騒
が
せ
た
幸
福
の
科
学
も
既
に
二
世
が
育
っ
て
い

る
の
は
時
の
流
れ
を
感
じ
る
。
五
〇
年
代
に
折
伏
大
行
進
で
勢
力
拡
大
し

た
「
創
価
学
会
」
は
今
や
三
世
、
四
世
の
時
代
だ
。
一
方
同
じ
く
高
度
成

長
期
に
教
勢
を
伸
ば
し
た
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
リ
バ
テ
ィ
ー
教
団
」
は
、
二

世
、
三
世
が
通
う
Ｐ
Ｌ
学
園
の
生
徒
数
が
激
減
、
教
会
数
も
半
減
し
た
。

　

子
女
へ
の
信
仰
教
育
や
教
勢
の
維
持
と
い
う
課
題
は
、
実
は
キ
リ
ス
ト

教
と
同
じ
「
宗
教
」
が
抱
え
る
問
題
で
あ
る
。
教
会
が
高
齢
者
の
占
有
物

と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
が
イ
ン
テ
リ
と
高
所
得
者
層
ば
か
り
受

け
入
れ
低
所
得
の
信
者
か
ら
遠
い
存
在
と
な
っ
た
現
実
は
、
他
と
変
わ
ら

ぬ
「
宗
教
」
の
事
象
と
し
て
見
直
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　

兎
角
蛇
蝎
の
ご
と
く
忌
避
さ
れ
る
新
宗
教
だ
が
、
教
義
や
勧
誘
方
法
な

ど
の
是
非
は
と
も
か
く
、
生
き
方
や
価
値
観
、
居
心
地
の
良
さ
を
伝
え
る

努
力
を
覗
く
の
も
面
白
い
の
か
も
し
れ
な
い
。（
髙
橋
）
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HP：http://www.shinkyo-pb.com、メール：sales2@shinkyo-pb.com新教出版社

7
月
21
日

7
月
25
日

大反響！

ポップカルチャーを哲学する
髙橋優子（酪農学園大学准教授） 福音の文脈化に向けて
現代日本を代表するポップカルチャーにはキリスト教的な象徴が溢れ
ている！　それはなぜ？『新世紀エヴァンゲリオン』や『千と千尋の
神隠し』から『永遠の0』や村上春樹の『1Q84』にいたる 24作品を
徹底批評！　そこに流れるキリスト教的なメッセージ＝現代の日本人
に最も近い福音の現在形を浮かび上がらせた問題作。
 ◆四六判・本体 2000 円
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書店案内

丸山久美子 著
北森嘉蔵伝 東方敬信

N.T.ライト 著／山口希生、山口秀生 訳

シンプリー・ジーザス 鎌野直人

安酸敏眞人間の運命
ラインホールド・ニーバー 著／髙橋義文、柳田洋夫 訳

『旧約新約　聖書神学事典』を翻訳して　
異質なものとの出会いの喜び 山吉智久

宗教改革500年記念講演会によせて
ハンス=マルティン・バルト教授のこと

荒井 献

エッセイ

朝岡 勝
宮田光雄 著

山上の説教から憲法九条へ

樋口隆一
皆川達夫 著

キリシタン音楽入門

川向 肇

小島　聡 著

『ヨハネの福音書』と
『夕凪の街 桜の国』
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